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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成27年6月10日(2015.6.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　組織部位を治療する減圧システムにおいて、
　分配マニホールドであって、
　　減圧を分配し流体を受け取る複数の流路を有する多孔質部材であって、第１面および
組織に面する第２面を有する多孔質部材、
　　第１面および組織に面する第２面を有する流体透過性基板部材であって、前記多孔質
部材の前記組織に面する第２面が、前記流体透過性基板部材の前記第１面に近接し、前記
流体透過性基板部材の前記組織に面する第２面が表面積Ａｓを有する、流体透過性基板部
材、および
　　第１面および組織に面する第２面を有する組織固定要素であって、前記組織固定要素
の前記第１面が、前記流体透過性基板部材の前記組織に面する第２面に結合され、前記組
織固定要素の前記組織に面する第２面が表面積Ａｔを有し、０．０５Ａｓ＜Ａｔ＜０．７
Ａｓである、組織固定要素
を備える分配マニホールドと、
　前記分配マニホールドの上に配置されて前記分配マニホールドを収容する封止空間を生
成する封止部材と、
　前記封止空間に減圧を提供する、前記封止空間に流体結合された減圧源と、
　前記減圧源からの減圧の影響下で、患者から流体を受け取る、分配マニホールドに流体
結合された液体容器と、
を具備することを特徴とするシステム。
【請求項２】
　請求項１に記載のシステムにおいて、前記分配マニホールドが、第１面および組織に面
する第２面を有するリリースライナをさらに備え、保管状態で、前記リリースライナの前
記第１面が、前記組織固定要素の前記組織に面する第２面に取外し可能に結合されること
を特徴とするシステム。
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【請求項３】
　請求項１に記載のシステムにおいて、０．１０Ａｓ＜Ａｔ＜０．５Ａｓであることを特
徴とするシステム。
【請求項４】
　請求項１に記載のシステムにおいて、０．２０Ａｓ＜Ａｔ＜０．４Ａｓであることを特
徴とするシステム。
【請求項５】
　請求項１または２乃至４の何れか１項に記載のシステムにおいて、組織固定要素が、液
体との接触の少なくとも１時間後に溶解する水溶性接着剤を含むことを特徴とするシステ
ム。
【請求項６】
　請求項１または２乃至４の何れか１項に記載のシステムにおいて、組織固定要素が、液
体と接触すると少なくとも１０分間残る水溶性接着剤を含むことを特徴とするシステム。
【請求項７】
　請求項１または２乃至６の何れか１項に記載のシステムにおいて、組織固定要素が、水
性液体との接触により活性化される接着剤を含むことを特徴とするシステム。
【請求項８】
　請求項１または２乃至４の何れか１項に記載のシステムにおいて、組織固定要素が、液
体と接触すると少なくとも１０分間残り、液体との接触の少なくとも３時間以内に実質的
に溶解する、水溶性接着剤を含むことを特徴とするシステム。
【請求項９】
　請求項１または２乃至４の何れか１項に記載のシステムにおいて、組織固定要素が非水
溶性接着剤を含むことを特徴とするシステム。
【請求項１０】
　請求項１または１乃至９の何れか１項に記載のシステムにおいて、前記分配マニホール
ドが、湾曲面に適応するように前記分配マニホールドと塑性変形する、複数の可鍛性部材
をさらに備えることを特徴とするシステム。
【請求項１１】
　請求項１または１乃至１０の何れか１項に記載のシステムにおいて、前記組織固定要素
が、接着剤のパターン化分布を含み、前記パターンが、複数の同心円、複数の正方形、複
数の三角形、複数の円形、複数の隔置されたラインおよび複数のダイヤモンドのうちの１
つを含むことを特徴とするシステム。
【請求項１２】
　請求項１または１乃至１１の何れか１項に記載のシステムにおいて、前記流体透過性基
板が織物層を含むことを特徴とするシステム。
【請求項１３】
　請求項１または２乃至１１の何れか１項に記載のシステムにおいて、前記流体透過性基
板が不織層を含むことを特徴とするシステム。
【請求項１４】
　請求項１または２乃至１１の何れか１項に記載のシステムにおいて、前記流体透過性基
板が有窓封止部材を含むことを特徴とするシステム。
【請求項１５】
　請求項１または１乃至１４の何れか１項に記載のシステムにおいて、前記多孔質部材が
、前記第１面に形成された複数の切欠きをさらに備え、前記切欠きが相対的に高い曲げ可
撓性を提供することを特徴とするシステム。
【請求項１６】
　請求項１または１乃至１５の何れか１項に記載のシステムにおいて、前記多孔質部材が
、力をオフロードする複数の成形された縁をさらに備えることを特徴とするシステム。
【請求項１７】
　請求項１または１乃至１６の何れか１項に記載のシステムにおいて、前記多孔質部材が
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、矩形、正方形、三角形または円形のうちの１つを有するように成形されていることを特
徴とするシステム。
【請求項１８】
　患者の組織部位に減圧を提供する減圧システムで使用される分配マニホールドにおいて
、
　減圧を分配し流体を受け取る複数の流路を有する多孔質部材であって、第１面および組
織に面する第２面を有する多孔質部材と、
　第１面および組織に面する第２面を有する流体透過性基板部材であって、前記多孔質部
材の前記組織に面する第２面が、前記流体透過性基板部材の前記第１面に近接し、前記流
体透過性基板部材の前記組織に面する第２面が表面積Ａｓを有する、流体透過性基板部材
と、
　第１面および組織に面する第２面を有する組織固定要素であって、前記組織固定要素の
前記第１面が、前記流体透過性基板部材の前記組織に面する第２面に結合され、前記組織
固定要素の前記組織に面する第２面が表面積Ａｔを有し、０．０５Ａｓ＜Ａｔ＜０．６Ａ

ｓである、組織固定要素と、
を具備することを特徴とする分配マニホールド。
【請求項１９】
　患者の組織部位に減圧を提供する減圧システムで使用される分配マニホールドを製造す
る方法において、
　減圧を分配し流体を受け取る複数の流路を有する多孔質部材を提供するステップであっ
て、前記多孔質部材が第１面および組織に面する第２面を有する、ステップと、
　第１面および組織に面する第２面を有する流体透過性基板部材を提供するステップであ
って、前記流体透過性基板部材の前記組織に面する第２面が表面積Ａｓを有する、ステッ
プと、
　前記多孔質部材の前記組織に面する第２面を、前記流体透過性基板部材の前記第１面に
結合するステップと、
　第１面および組織に面する第２面を有する組織固定要素を提供するステップであって、
前記組織固定要素の前記組織に面する第２面が表面積Ａｔを有し、０．０５Ａｓ＜Ａｔ＜
０．６Ａｓである、ステップと、
　前記組織固定要素の前記第１面を、前記流体透過性基板部材の前記組織に面する第２面
に結合するステップと、
を含むことを特徴とする方法。
【請求項２０】
　請求項１９に記載の方法において、第１面および組織に面する第２面を有するリリース
ライナを提供するステップと、前記リリースライナの前記第１面を、前記組織固定要素の
前記組織に面する第２面に剥離可能に結合するステップとをさらに含むことを特徴とする
方法。
【請求項２１】
　請求項１９に記載の方法において、０．１０Ａｓ＜Ａｔ＜０．５Ａｓであることを特徴
とする方法。
【請求項２２】
　請求項１９に記載の方法において、０．２０Ａｓ＜Ａｔ＜０．４Ａｓであることを特徴
とする方法。
【請求項２３】
　請求項１９または請求項２０乃至２２の何れか１項に記載の方法において、組織固定要
素が、液体との接触の少なくとも１時間後に溶解する水溶性接着剤を含むことを特徴とす
る方法。
【請求項２４】
　請求項１９または請求項２０乃至２２の何れか１項に記載の方法において、組織固定要
素が、液体と接触すると少なくとも１０分間残る水溶性接着剤を含むことを特徴とする方
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法。
【請求項２５】
　請求項１９または請求項２０乃至２２の何れか１項に記載の方法において、組織固定要
素が、水性液体との接触により活性化される接着剤を含むことを特徴とする方法。
【請求項２６】
　請求項１９または請求項２０乃至２２の何れか１項に記載の方法において、組織固定要
素が、液体と接触すると少なくとも１０分間残り、液体との接触の少なくとも３時間以内
に実質的に溶解する、水溶性接着剤を含むことを特徴とする方法。
【請求項２７】
　請求項１９または請求項２０乃至２２の何れか１項に記載の方法において、組織固定要
素が非水溶性接着剤を含むことを特徴とする方法。
【請求項２８】
　請求項１９または請求項２０乃至２７の何れか１項に記載の方法において、前記分配マ
ニホールドを湾曲面に適応するように塑性変形させるために、前記分配マニホールドに複
数の可鍛性部材を関連付けるステップをさらに含むことを特徴とする方法。
【請求項２９】
　請求項１９または請求項２０乃至２８の何れか１項に記載の方法において、前記組織固
定要素が、接着剤のパターン化分布を含み、前記パターンが、複数の同心円、複数の正方
形、複数の三角形、複数の円形、複数の隔置されたラインおよび複数のダイヤモンドのう
ちの１つを含むことを特徴とする方法。
【請求項３０】
　請求項１９または請求項２０乃至２９の何れか１項に記載の方法において、前記流体透
過性基板が織物層を含むことを特徴とする方法。
【請求項３１】
　請求項１９または請求項２０乃至２９の何れか１項に記載の方法において、前記流体透
過性基板が不織層を含むことを特徴とする方法。
【請求項３２】
　請求項１９または請求項２０乃至２９の何れか１項に記載の方法において、前記流体透
過性基板が有窓封止部材を含むことを特徴とする方法。
【請求項３３】
　請求項１９または請求項２０乃至３２の何れか１項に記載の方法において、前記多孔質
部材の前記第１面に複数の切欠きを形成するステップをさらに備え、前記切欠きが相対的
に高い曲げ可撓性を提供することを特徴とする方法。
【請求項３４】
　請求項１９または請求項２０乃至３３の何れか１項に記載の方法において、前記多孔質
部材が、力をオフロードする成形された複数の縁を備えることを特徴とする方法。
【請求項３５】
　請求項１９または請求項２０乃至３４の何れか１項に記載の方法において、前記多孔質
部材が、矩形、正方形、三角形または円形のうちの１つを有するように成形されているこ
とを特徴とする方法。
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